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整備書※

※:品番なし，FAINESで確認すること。入手しだい場合は， CDでの個別対応になるため最寄りの販売庖に型式等を連絡，相
談の上注文になる。

エンジン電子制御装置の構造・機能及び故障診断

1 システムの概要

1) 特徴

SKYACTIV-G 2.0は，低燃費化を実現するために以下が実施されている。

クランクシャフド・ジャーナルを意図軸イt
ピストン ・スカー トの形状を最適化

ピス トン・リングを低張力化

ニ-P'ル・ロ←ラ・ベアリング内蔵ロッカ・ア←ムを採用
バルブ・スプリング荷重を低減

機械抵抗損失低減
タイミング・チェーンの挙動を安定化

冷却水通路を最適化

ウォータ・ポンプのインペラ形状を最適化

ドライブ・ベルトを低張力化

油踏を最適化

チェーン駆動式小径ロ←タのオイル ・ポンプによ り，駆動抵抗を低減

エンジン・オイル油圧2段階制御によりオイル・ポンプの駆動抵抗低減

ポンピング・ロスイ~減 吸気側と排気側の両方に可変バルブ・タイ ミング機構を採用

冷却損失低減 キャピティを有するピストンを採用

吸入空気量の検出にLジェトロニック式※lとDジェトロニック式※2を併用

吸入空気量計測の精度向上
エア・フロー・センサをf采用
吸気圧センサを採用

吸気温センサNo.LNO.2を採用

吸気側と排気側の両方にパルプ・タイミング制御を採用

吸気側:電動可変パルブ・タイミング制御

インテーク・カムシャフト・ポジション・センサを採;用

燃費及ぴエミッション性能向上 電動可変パルプ・タイ ミング ・モータ/ドライパを採用

電動可変パルプ ・タイミング・ 1)レ←を採用

排気側:油圧可変パルプ・タイ ミング制御

エキゾースド・カムシャフト・ポジション・センサを採用

エンジン負荷低減
運転状況によってエンジン油圧を2段階に制御するため，エンジン・オイル・ソレノイ P'. 
バルブを採用

電源供給安定性向上 i -stop制御によるエンジン再始動時の電源供給安定のため，DC-DCコンパ」タを採用

電力消費低減/燃費性向上
エンジン運転状態に応じて最適なフューエル・ポンプ吐出量にするため，フューエル・ポン

プ・コントロ←ル・モジュールをf采用

燃費及ぴアイドリング安定性向 エンジン運転状態と電気負荷に応じた最適なオルタネータ発電量にするため，電流センサを

上 採用

エンジン信頼性向上 プレイグニションの発生を防止するため，イグニション・コイル内にイオン・ センサを採用

ハ←ネス簡素化 電流センサ，DC-DCコンパ←タにLIN通信を採用

燃費向上/排気ガス低減/アイ
i -stop制御を採用

P'l)ング騒音低下

※1 :エア・フロ←・七ンサを用いて吸入空気量を直接的に計測する。
※2:吸気圧センサを用いてシリンダ内に吸入される吸入空気圧を計測し間接的に吸入空気量を求める。
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2 構造・機能

1) 構成部品の配置

(1 )構成図

付)制御系統入力部品(図ー1)

-・E語g.:.

冷却水温センサ PCM 
(大気圧センサ}

電流センサ

型軽， :マツダ・アドパンスト・キーレス・ヱントリ・アンド・プッシュ・ボタン・スタート・システムなし車
※Z マツダ・アドパンスト・キーレス・エントリ・アンド・プッシュ・ボタン・スタート・システム付き車

図-1 制御系統入力部品
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-・E語g.:.

(口)制御系統出力部品(図ー2)

エンジン・オイル・
ソレノイド・パルプ

車両前方

スピル弁コントロール・ リレー・アンtt• 
ソレノイド-パルプ フューズ・プロック減
(高圧フューエル・ポンプ3

イグニション・
コイJj，

パージ・ソレノイド・ I DC-DCコンバータ
パルプ

※:サーキット・オープヱング・リレー，スタータ・リレー.電励可量パルプ・タイミ
ング・ υレー，フューヱル・インジェクタ・リレー.メイン・リレー， A/Cりν-

図-2 制御系統出力部品

内
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-・E語g.:.

(2) システム配線図(図ー3，4， 5) 

a)[ b 

d 

吸気圧センザ/
吸気温センサNO.2

フューヱル・
インジzタタ・リνー

スピル弁コントロール・ソレノイド・パルプ
{高圧フューエル・ポンプ】

フューエル・ポンプ・
コントロール・モジュール

サーキット・オープニング・りν-

バッテリニ

ム

a 

※1 :マツダ・アドバンスト・キーレス・エントリ・アンド・プッシュ・ボタン・スタート・システムなし車
型車2:マツダ・アドバンスト・キーレス・ヱントリ・アンド・プッシュ・ボタン・スタート・システム付官軍

図-3 システム配線図①
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d 

クランクシャフト・
ポジション・センサ

インテータ・カムシャフト・
ポジション・センサ

エキゾースト・カムシャァト・
ポジション・センサ

-・E語g.:.

パージ・ソレノイtt.パルプ

エンジン・オイル・ソレノイド・パルプ

o.センサ・ヒータ

A/Cプレッシャ・センサ

※1 :マツダ・アドパンスト・キーレス・エントリ・アンド・プッシュ・ボタン・スタート・システムなし車
※2 :マツダ・ア戸パンスト・キーレス・エントリ・アンド・プッシュ・ボタン・スタート・システム付宮車

図-4 システム配線図②
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-・E語g.:.

パワー・ブレーキ・
ユニット負庄センサ

電流センサ

DC-DCヨンパータ

イグニション・コイル/
イオン-センサNO.1

イグニション・ヨイル/
イオン・センサNO.2

イグヱション・コイル/
イオン・センザNO.3

イグ=ション・コイル/
イオン・センサNO.4

フューヱル・インジェクタNO.1

フューヱル・インジェクタNO.2

フューヱル・インジzクタNO.3

フューエル・インジzタタNO.4

CAN 

CAN 

PCM 

※1 :マツダ・アドバンスト・キーレス・アンド・プッシZ ・ボタン・スタート・システムなし車
※2 :マツダ・アドパンスト・キーレス・アンド・プッシュ・ボタン・スタート・システム付き車

図-5 システム配線図③
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-・E語g.:.

(3) システム・ブロック図(図ー6)

PCM 

一・ペダル-…ン・センサ|.

"1 メイン・ υνーNO.l. NO.2 
メイン・ υレー制御

スロットル・ポジション・センサ
|鴎NO.l， NO.2 ..1スールプアクチー

エア・フロー・センサ
|. ドライブ・パイ・ワイヤ制御

.。|
電動可夜パルプ・タイミング・

吸気温センサNO.l 1・ モータ/ドライバ
油圧可蜜パルプ・タイミング制御

吸気温センサNO.2 1・ ..1醐可藍J'{Jレプ……-
吸気圧センサ 1・ 電動可変パルプ・タイミング制御

-ゆ|
…抑フト…ン ω|・

OCV 

信料噴射"J.
.。|

インテーク・カムシャフト・
|鴎

フューヱル・インジェタタ

ポジション・センサ NO.l-NO.4 

ヱキゾスト・カムシャフト・|. フューヱル・ポンプ制御
，，[2;ーヱル 。…-υレーポジション・センサ

冷却水温センサ |鴎 高圧フューヱル・ポンプ制御
鴎|

フュヱル・~ンヲ・

織正センサ 1・ コントロール・モジュール

大気圧センサ 1・ 点火時期制御
-・|ートー

パト-一山ト飯山|・ パージ伽胸 -ゆス岬コントロル-…-パJレ

イオン・センサ
|鴎

(高圧フューエル・ポンプ)

NO.1 -NO.4 

鴎|
ィdーション・ヨイル

ノック・センサ
|. A/F(空娘比)センサ・ヒーターj御 NO.1 -NO.4 

A/Fセンサ 1・ 。センサ・ヒータ制御 "1 パージ・ソレノイド・パルプ
O.センサ 1・ ..1 

|鴎

NCカット制御 A/Fセンサ・ヒータ

NCプレッシャ・センサ

エンジン・スイッチ竺JY，(STA〉闘'1" エンジン冷却フ7ン制御 鴎|
O.センサ・ヒータ

IGlυレー

ストップ・ 7イト・スイッチ
|鴎

時|lliQJjI呈l NCリレー
ストップ・フイト・スイッテ|. スタータ・カット制御

(NO.211呈i "1 ファンーールモジュール
円ンス問ルレンジセンサ|鴎 オルタネータ発電制御

電動可変パルプ/・タイミング・|. 
時|

スタータ・りνー
モータ Fライパ

トstop制御
パッテリ

|鴎 -・|…一ールド叩ω
オルタネータ(ステータ・コイル〕 1・ OC-DCョンパータ制御

LlN閣センサ， 0ーンパータ~・ 鴎|
OC-OCョン/'{ータ

エンジン・オイル制御
CAN闘遺留品開 1・ ..1エンジンオイルソレノイドパルプ

※1・TCM，OSC. HU/CM， BCM，コンピネーション・メータ，キーνス・コントロール・モジュール，EHPASコントロール・モジュール
※2:マツダ・アドパンスト・キーレス・エントり・アンド・プッシュ・ボタン・スタート・システムなし車
※3・マツダ・アドパンスト・キーレス・エントり・アンド・プvシュ・ボタン・スタート・システム付き車

図-6 システム・ブロック図
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-・E語g.:.

2) 構成部品の構造・機能

(1 ) 構成部品の機能

〈入力部品〉

部品名 構造・機能

アクセル ・ペダ 機能:アクセル ・ペダルの踏み込み量を検出する。 高

yレ・ポジション・ 構造:

センサ(図 7) -アクセル ・ペダルに内蔵されている。

-検出部にホ←jレ素子を採用している。

-検出精度向上のため，メイン・センサ(No.l)とサブ・
センサ(No.2)の2系統で検出している。

←アクセル・ペダル踏み迅み量→ 大

図-7 アクセル・ペダル・ポジション・センサ特性

スロットル ・ポ 機能:アクセル・ ペダル操作に連動して作動するス

ジション ・七ン ロットル・ バルブの開閉状態を検出する。
高 サプ・センサ(NO.2)

サ(図 的 構造:

-スロットル ・ボデーに取り付けられている。
量量:Il -検出部にホ←ル素子を採用している。

-検出精度向上のため，メイン・センサ(No.l)とサブ・
センサ(No.2)の2系統で検出している。

メイン・センサ(NO.l)
低

←スロットル開康一・ 大

図-8 スロットル・ポジション・センサ特性

エア ・フロー・ 機能:シリンダ内に吸入される吸入空気流量を検出す

センサ(図 9) る。
高 レ/

構造: / 
-ιLア ・クl}.ーナに取り付けられている。 / 
-検出部にホット・フィルムを採用している。 / 
-吸気温センサNo.lを内蔵している。 1/ 

低

少 ←吸入空気流量→ 多

図-9 エア・フロー・センサ特性

吸気温センサ 機能:スロットル ・ボデー通過前の吸入空気温度を検

No.1 (図 10) 出する。
大 ミ』

構造:

-エア ・ブロ← ・センサに内蔵されている。
、ζミ記
匡主E

-検出部にコールド ・レジスタを採用している。
t ミミミミ住ミご

低 ←吸入空気温度→ 高

図-10 吸気温センサ No.1特性

吸気庄センサ 機能:シリンダ内に吸入される吸入空気圧を検出する。

(図 11) 構造:
高

-イ ンテーク・マニホールドに取り付けられている。

-検出部にシリ コン・ダイヤブラムを採用している。

-吸気温センサNo.2を内蔵している。

低

←吸入空気圧→ 大

図-11 吸気圧センサ特性
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-・E語g.:.

大

↑
抵
抗
値
↓

構造・機能

機能:スロットル・ボデー通過後(イミノテ←ク・マニ

ホールド内)の吸入空気温度を検出する。

構造:

・吸気圧センサに内蔵されている。

-検出部にコ←jレP'.レジスタを採用している。

部品名

吸気温センサ

No.2(図 12)

寓←吸入空気温鹿→低

吸気温センサ NO.2特性

クランクシャフ

ト・ポジション・

七ンサ

(図-13) 

図-12

機能:クランクシャフトの回転速度を検出する。

構造:

・シリンダ ・ブロ ックの側面に取り付けられている。

-検出部にMR(Magnetic . Resistance)素子を採用している。

JJUU旧I1llIlmmJUU1JlI

図-13

機能:インテーク・カムシャフト，

構造:

-インテ←ク ・カムシャフト ・ポジション ・七ンサは，シリンダ ・ヘッドに取り付けられている。

・よLキゾースト ・カムシャフト ・ポジション ・センサは，リ ヤ ・ハウジングに取り付けられている。

.検出部にGMR(Giant. Magneto' R悶stance)素子を採用している。

クランクシャフト・ポジション・センサ特性

及びエキゾースト・カムシャフトの回転速度を検出する。インテーク・カ

ムシャフト ・ポ

ジション・セン

サ/エキゾース

ト・カムシャフ

ト・ポジション・

七ンサ

(図 14)

カムシャヌト

360" 

エキゾースト側(髄角}:-「j i『LJ - i l〔了てア寸
エキゾース嶋崎角)tu--m~ ---
インテータ側四角)+--一一コj: LJ1j:  LCr寸
インテーク倒(雌角)hJ げ~

NO.2シリング上死点間1.1シリンダよ死点 NO.3シリンダよ死点悶.4シリンダよ死点

カムシャフト・ポジション信号

カムシャフト・ポジション・センサ特性

9 
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部品名

冷却水温七ンサ

(図 15)

燃圧センサ

(図 16)

構造・機能

機能:エンジン冷却水温を検出する。

構造:

・ウォータ・アウトレッ ト・ ケースに取り付けられて

いる。

-検出部にサ←ミスタを採用している。

機能:フューニル ・ディストリビュータ内の燃圧を検

出する。

構造:

・フューニル ・ディストリビュータに取り付けられて

いる。

-検出部に金属ダイヤブラム薄膜査ゲ」ジを採用して

いる。

大 U__l_ _:一一一 ，， ，一一;一ーし一一，， ， 

1[JIllJ11:;l; 
低 ←冷却水温度→ 高

図-15 冷却水温センサ特性

一一一一一一一一一一一一一一一一一ー

ト ア
ん

主11 / 

i 一
層I! / 
↓Lーレど一一一一一一一一一一一一一 I
低卜ート一一一一一一一一一一一一一一←-
IJ¥ ←趨E→ 大

図-16 燃圧センサ特性

大気圧センサ |機能:大気圧を検出する。

(図-17) I構造:
. PCMに内蔵されている。
-検出部にピエゾ素子を採用している。

E 

図-17 大気圧センサ特性

ノTワー・ ブレー

キ・ユニット負

圧センサ

(図-18) 

機能 i-stop制御によるエンジン停止制御中のブ
レ←キ操作性を確{果するため，パワ←・ ブレ←

キ・ユニット内の負圧を検出する。

構造:

・パワー ・ブレーキ・ユニットに取り付けられている。

.検出部にピエゾ素子を採用している。

高

+

出

力

竃

圧

値

↓

低

→大

図-18 パワー・ブレーキ・ユニット負圧センサ特性
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構造・機能

機能:プレイグニションの発生を事前に検出するため，燃焼室内のイオン発生量を検出する。

構造:イグニショ ン・コイルに内蔵されている。

作動:イグニション ・コイルの2次電波をバイアス ・コンデンサ①に蓄積し，そのバイアス電圧をスパーク・
プラグに印加することでイオン電流③を検出する。 電流増幅回路③により， 増幅した電波④をPCM
からイグニション・コイルに引き込む。PCMではイグニション ・コイルへ送り出した電況を計測/電
圧変換して，イオン発生量を検出する。

部品名

イオン・七ンサ

(図 19)

スパーク・プラグ

@ 

イグニション・コイル/
イオンーセンサ

イオン・センサ

高

?

出

カ

電

圧

.

↓

低

図-19

機能:シリンダ内で発生する異常燃焼を検出する。

構造:

・シリンダ ・ブロックに取り付けられている0

.検出部にピエゾ素子を採用している。

ノック ・七ンサ

(図 20)

大←エンジン援助→
{局常儲蟻により売生)

ノック・センサ特性

出
力
電
流
値
(
抽
)

図-20 

4.0 

3.0 

2.0 

1.0 

-1.0 

-2.0 

-3.0 

機能:排出カス中の酸素濃度(全領域空燃比)を検出す

る。

構造:

・エキゾースト ・マニホールドに取り付けられている。

.検出部にジルコニア素子を採用している。

-排気温度が低いときでも安定した酸素濃度を検出で

きるようにするため，ヒータを内蔵している。

AlF七二ノサ
(図 21)

40 

11 

3s 20 25 叩

A/F(空蛾比J

A/Fセンサ特性図-21 
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部品名 構造・機能

02七ンサ 機能:燃料噴射量を決定する上での基本情報，キャタ
1.0 

(図 22) リスト・コンパータの劣化判定情報として，排

出ガス中の酸素濃度(理論空燃比)を検出する。

構造:
0.5 

-エキゾ←スト・マニホ←ルド後方に取り付けられて

いる。

-検出部にジルコニア素子を採用している。 一0.0 
-排気温度が低いときでも安定した酸素濃度を検出で

14.7 
きる ようにするため，ヒ←タを内蔵している。 ←A/F(空娘上ω→ 大

図-22 02センサ特性

電流センサ 機能:バッテリ状態を監視し.L町通信でPCMに入力する。
構造:

-電流センサは，バッテリ (-)ケーブルに取り付けられている。

-検出部にシャント抵抗，サーミスタを採用している。

〈出力部品〉

部品名 構造・機能・作動

メイン ・リレー 機能:バッテリ電圧を各部品へ供給する。

機能:スロットル ・バルブを開閉し， シリンダ内に供給される空気量を調節する。

スロットル ・バルブ ・アク 作動 φ アクセル ・ペダル ・ポジション ・七ンサ信号をもとに.PCMからのデューティ信号によっ
チュエータ て駆動され， スロットル・パルプを開閉する。不具合が発生した場合， スロッ トル・ボデー

内部のリターン・ スプリ ングによって戻され約80開いた状態に固定される。

電動可変パルブ ・タイミン
機能 φ クランクシャフトに対するインテ←ク ・カムシャフ トの位相を変化させる。

構造:スプロケット・ギヤ，カムシャフト・ギヤ，エキセントリ ック・シャフト，プラネタ1) • 
グ・アクチュエータ

ギヤなどから構成されている。

機能:ぞータ によってインテーク ・カムシャフトを進角/遅角作動させる。

作動:モータの回転は，エキセント リック・ シャフ ト→プラネタリ・ギヤ→カムシャフト ・ギヤ

電動可変パルプ ・タイミン
の}I慣に伝わる。

進角時はモータをインテーク・カムシャフ トよりも速く回転させ，遅角時は遅く回転させ
グ・モ」タ /ドライパ

ることでカムシャフト ・ギヤ(イ ンテ←ク・ カムシャフ ト)の位相を変イヒさせる。

保持時はイ ンテ←ク・カムシャフトとモータの回転速度を同期させ，パルプ ・タイ ミング

を保持する。

電動可変パルプ ・タイ ミン
機能:電動可変パルプ ・タイ ミング ・モータ/ドライパに電流を供給する。

グ・アクチュヱ」タ・リレ←

機能:油圧可変パルプ ・タイミ ング・アクチュニータへの油踏を切り替えて，ょこキゾースド・パ

OCV 
ルブの開閉時期を変化させる。

構造:エンジン ・オイルの通路を切り替えるスプール ・バルブと，スプール ・パルプを動かすプ

ランジヤ，コイル，リターン・スプリングで構成されている。

プユ」エJレ・インジェクタ 機能:複数の子しから燃料を噴射することで，燃料の微粒化を促進する。

ブューよr.}レ・インジェクタ ・ 機能:フューニル・インジェクタ，スピル弁コン トロール ・ソレノイド ・パルプ駆動用の電源を

リレー PCMに供給する。

フューエル ・ポンプ・コン 機能:フューエル・ ポンプの負荷低減及ぴオルタネータ発電負荷低減のため，フューエル ・ポン

トロール・モジュール プに印加される電圧を制御する。

機能:電磁誘導によって高電圧を誘導しスパーク・プラグの端子聞に強い火花を発生させる。

イグニション・コイル 構造:ダイレクト ・イグニション ・コイルをt采用している。
イグナイタとイオン・センサを内蔵している。

ノ可←ジ ・ソレノイド ・ノ{}レ
機能:チャコール・キャニスタに吸着された燃料蒸発ガスをインテーク・マニホールド内に導く。

ブ

A1Cリレー
機能:運転状態及ぴエアコンの設定状態に応じてA1Cコンブレッサのマグネット・クラッチの
ON/OFF制御を行う。

ファン ・コントロール ・モ 機能:ファンの振動/騒音の低減，及ぴ省電力化のため，クーリング ・ファンの回転速度を無段
ジュ」ル 階で制御する。

スタータ・リ レー 機能:エンジン始動信号をもとに，スタータ ・モータへ駆動電源を供給する。

機能:電装品に必要な電気を発電する。
オルタネータ 構造:発電制御をPCMで行うこと によってICレギュレータを廃止している。デルタ結線のス

テータ・コイルが2個採用されている。

12 
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部品名 構造・機能・作動

DC-DCコンノTータ
機能 i-stop制御によ るエンジン再始動の際， スタ」タを作動させるためバッ テ1)電圧は一時

的に降下する。その問，電装部品への電圧を維持するために昇圧を行う。

エンジン ・オイル・ソレノ
機能:運転状態に応じてエンジン内部へ供給される油圧を2段階に制御する。

イド・ノ勺レブ

3) 制御内容

(1 )燃料噴射制御(図ー23)

エンジンの運転状態に応じた最適な燃料噴射を行う。PCMは，各入力信号によ りエンジン運転状態を判断し，

最適な燃料噴射時間(燃料噴射量)と燃料噴射タイミングでフユ}ヱル・インジェクタを駆動1..-，燃料を噴射

する。

燃料噴射量，燃料噴射時期，燃料噴射回数，燃圧により燃焼状態を最適に制御する。

アクセル・ペダル・ポジション・
センサNO.l，NO.2 一一____..

スロットルポジションセンサト+
NO.l， NO.2 

ヱア・フロー・センサ

吸気温センサNO.l，NO.2 

吸気庄センサ

冷却水温センサ

大気圧センサ

強圧センサ

クランクシャ7ト・ PCM 
ポジション・センサ 一一____..

インテータ・カムシャフト・
ポジション・センサ

ヱキゾースト・カムシャフト・
ポジション・センサ

イオン・センサNO.l-NO.4

A/Fセンサ

O.センサ

口h ーエルイ… 'Jv-I
フユーロレインジエタタ | 

…… ω セイ→
エンジン・スイッチ.'， I一一----
lGlリレー削 |一一一宮F

CAN悶悶糊 |→ 

※1 :マツダ・アドパンスト・キーレス・エントリ・アンド・プッシュ・ボタン・スタート・システムなし車
※2 :マツダ・アドパンスト・キーレス・エントリ・アンド・プッシュ・ボタン・スタート・システム付き車
※3 : TCM， DSC • HU/CM，コンピネーション・メータ

図-23 燃料噴射制御

円
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以下センサからの入力信号

-・E語g.:.

クランクシャフトの回転に同期して，

付)噴射タイミング

各気筒の吸気行程又は圧縮行程において，

に応じた噴射時期，噴射量で燃料噴射を行う。

吸気圧センサ，吸気温センサNo.l，吸気温センサNo.2，大気圧センサ

クランクシャフト・ポジション・センサ，冷却オ吋且センサ

ーエア ・フロー・センサ，

フューエル・インジュク

噴射時間

PCMは， エンジンの運転状態に応じた燃料噴射量を燃料噴射時間として算出し，

タに通電する。

(口)

フュー工ル・インジェクタの通電時間と作動状態(図ー24)

-フューエル・インジェクタは， PCMの通電開始に対して作動遅れを生じる。PCMは，実質的な噴射時間(有

効噴射時間)に， 作動遅れによる無噴射時間(無効噴射時間)を加算して燃料噴射時聞を算出し，

フューエル・インジェクタを通電する。

この時間で

(a) 

-燃料噴射時間は次の式で表される。

|燃料噴射時間ト|有効噴射時間 1+1無効噴射時間|
(b) 無効噴射時間

強料噴射時間

た吋
〆

有効噴射時間

OFF 

噴射信号

フューエル・
インジヱクタ
竃涜値

スプリングの抵抗

この遅れを無効噴射時

-ブユ}エル・インジ、エクタは， 通電開始に対してコイル・

インダクタンスによる作動電流の立ち上がり遅れやニー

ドル・パルプ及ぴプランジャの質量，

などにより，作動遅れが生じる。

問という。 。
-無効噴射時間は，燃圧の変動とバッテリ電圧に影響され 開

フューヱJレ・インジェクタ
開弁暗岡

フューエル・インジェクタの通電時間

と作動状態

閉

ヌュ-I.JIt.
インジェクタ

図-24

過
固
伝
歯
周
斜
カ
ッ
ト
・
ゾ
ー
ン

フィード・パック・ゾーン{λリッチ〕

鎗
動
ゾ
l
ン

~ 
多

吸
入
空
気
量

よってPCMは，燃圧とバッテリ電圧に応じて無効噴射

時聞を設定する。

(c) 有効噴射時間

燃料の実質的な噴射時間であるフューエル・インジ、エク

タの開弁時間を有効噴射時間と呼ぶ。

有効噴射時間の決定方法(図ー25)

PCMは全エンジン運転領域において適切な空燃比制御

を行うため，エンジン回転速度と吸入空気量に応じて，

エンジンの運転状態を制御ゾ}ンに区分し，それぞれの

制御ゾーンで有効噴射時間を決定する。

る。

(!~ 

フィード・パック・ゾーン〈λ=1)

ー'

減遠慮料カット・ゾーン

エンジン回伝達度

有効噴射時間の決定方法図-25

14 
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〈制御ゾーン一貫〉

制御名 目的 制御条件 燃料噴射時聞の決定方法

始動ゾーン 始動性向上 エンジン回転速度500rpm未満
エンジン冷却水温及ぴ，エンジン回

転速度，燃圧に応じて

ブイ←ドノTック ・ 燃費向上，排気ガス浄化
始動ゾ ン，フィ ドパック・ゾーン(A 通常運転時は，基本噴射時間に各種

ゾーン(λ=1) 性向上
リッチ)，燃料カット ・ゾ←ン以外のヱ 補正量を加算して理論空燃比に近づ

ンジン運転状態のとき ける

プイ」ドノTック ・
走行性向上 アクセル ・ペダル閑度が一定値以上

アクセル ・ペダル開度に応じて燃料

増量

ゾーン キャタリス ト・コンJて 予測排気温と予測キャタリスト ・コ
(Aリッチ) タ，排気系部品の保護(ガ

予測排気温と予測キャタリス ト・ コン

ス温度の抑制)
パータ温が一定値以上

ンパータ温に応じて燃料増量(気化

熱による冷却効果を促進)

過回転燃料カッ
エンジン保護

-エンジン回転速度6500rpm以上

ト・ゾーン
-エンジン回転速度2500rpm以上 燃料噴射を停止する。

(サービス ・コードP0089: 00検出時)

減速燃料カット ・

エンジン状態が以下のとき

燃費向上
ーアクセル ・ペダル全閉時

ゾーン エンジン回転速度が所定値以上
燃料噴射を停止する。

一車速が所定値以上

に) 燃料噴射時間の算出方法一畳表 ((C) :ベースとなる噴射時間， 0:1噴射時間に対する補正)

制御ゾーン

始
動
ブ ブ 過 滅
イ イ
転
回
燃
料

速

ド ド 燃
料ノt )¥ カ

内容(噴射時間補正の算出方法又は，決定方法) ツ ツ jJ ツ
ク ク ツ ト

A 
( 

λ 
11 l} 

l ツ
) 

チ

始動時噴射時間 ニンジン冷却水温に応じた設定値(水温低→噴射時間大) 。
基本噴射時間 基本噴射時間=充てん効率※1X燃料流量係数※2X 目標当量化 。。
燃料カット 燃料噴射時間=0 。。
無効噴射時間 ブユーエル ・インジ、エクタの性能に応じた設定時間 。。。

目的:エンジン始動直後のエンジン回転速度の安定性を確保

始動時増量補正 補正条件:始動直後からエンジン冷却水温に応じた一定時間 。。
補正量:エンジン冷却水温低→補正大，吸入空気温低→補正大

フィ ードパック補
目的:空燃比を理論空燃比に制御する

正(AlFセンサ)
補正量:AlFセンサ出力電流OmA以下→減量補正 。。
AlF七ンサ出力電琉OmA以上→増量補正

フィ ードパッ ク補
目的:空燃比を理論空燃比に制御する

補正量:O2七ンサ出力電圧約0.7V以上→減量補正 。
正(02七ンサ)

02センサ出力電圧約0.7V以下→増量補正

目的:エンジン冷却水温が低いと きの燃焼の安定性を確保

暖機増量補正 補正条件:設定されたエンジン冷却水温時 。。
補正量:充てん効率大，エンジン冷却水温低→補正大

学習補正
目的:機械部分の経年変化による空燃比ずれの補正 。。
補正量:AlFずれ量(ブイ←ドパック量)の平均値をもとにした学習値

目的:エンジン出力の向上，排気ガス温度の低下

高負荷増量補正
補正条件:アクセル開度が一定値以上のときは固定値としそれ以外はエンジン回 。

転速度と充てん効率に応じる。

補正量:、エンジン回転速度高，充てん効率大→補正大

※1 :充てん効率とは，シリンダの最大空気充てん量(質量)に対して実際に吸入される空気量との比率。この値は，エンジン負
荷が大きいほど大きくなる。

※2:燃料涜量係数とは，吸入空気質量に対して必要な噴射量を噴射時間に換算する係数。

F
h
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民)燃料カット

エンジン運転状態に応じて燃料カットを行う過回転燃料カット，減速燃料カットのほかに，以下の条件で燃

料カットを行う。

〈燃料カット一貫〉

制御名 制御概要

レーシング・セレクト時燃料 目的:オートマチック ・トランスアクスルの保護

カット 実行条件:車両停止状態かつレーシング時にシフト操作したとき

目的:気筒判別やエンジン回転信号の異常入力による，異常点火等によりエンジンにダメ」

センサ故障時燃料カ ット
ジを与えないため

実行条件:クランクシャフト ・ポジション ・センサ又はエキゾースト ・カムシャフト ・ポジ

ション・センサの故障が検出されたとき

デチョーク制御
目的:スパ←ク・プラグがかぶったときのエンジン始動性を向上するため(掃気)

実行条件:スロットル・パルブ全開付近でのクランキング時

村昇圧回路

フューエル・インジェクタ・リレーを介して入力したバッテリ電圧を40Vまで昇圧している。

(ト)出力回路

-燃料噴射の応答性を向上させるために，フューエル・インジェクタの開口時には高電流(過励磁電流)を供給

することでプランジヤの吸引力を強くしている。

・フューエル・インジェクタの発熱を低減させるために， 開口後は低電流で開口を保持している。

フューエル・インジェクタ
PCMの働き

の状態

①昇圧回路で40Vに昇圧された電圧を開口用トランジスタ (40V出力)に供給する。

開口の開始
②フューエル ・インジェクタに電圧が供給され.GND用トランジスタをONにしア←スする
ことで，フューエル・インジ、エクタは開口する。

③フューエル・イ ンジェクタの関口後，開口用トランジスタのみOFFにする。

関口の保持
ブューエル・インジェクタの保持電流が一定となるように，保持用トランジスタ(l2V出力)

のON.OFFを繰り返して制御する。

閉口
PCMからの燃料噴射信号を受信しなくなると同時に保持用トランジスタとGND用ト ランジ
スタをOFFL.電涜を遮断する。

16 
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(2) パージ制御(図ー26)

・エンジン運転状態に応じてパージ・ソレノイド・バルブ制御を行うことで，適量の燃料蒸発ガスをイ ンテー

ク・マニホールド内に導入し，走行性を確保しながら燃料蒸発ガスの大気放出を抑止する。

.PCMは各制御部品からの信号により，パージ・ソレノイド・ パルプを駆動する。

バッテリ

パージ・ソレノイド・パルプ
アクセル・ペダル・ポジション・
センサNO.l，NO.2 

エア・フロー・センサ

吸気温センサ叩'.1

吸気Eセンサ PCM 

冷却水温センサ

大気圧センサ

クランクシャフト・
ポジション・センサ

A/Fセンサ

図-26 パージ制御

何)作動

(a) パージ・ソレノイド・パルプ通電時間の決定

PCMがエンジン運転状態に応じた目標パ}ジ流量をもとに決定する。実際の駆動では，コイル・インダク

タンスによる作動電流の立ち上がり遅れや，バルブ及びプランジャの質量，スプリングの抵抗による作動遅

れが生じるため，バッテリ電圧の変化に応じて通電時間に補正を掛けている。バッテリ電圧が低い程，通電

時間は長くなる。

(b) パージ流量の算出方法

PCMは，目標パージ流量に各種補正を掛けて，パージ流量を決定する。

内容 パージ流量，補正の算出方法又は決定方法

目標パージ液量
ヱンジン状態によって異なる吸入空気質量に対するパージ導入の割合から算出されるパ」ジ質量に吸

入空気温，燃料蒸発ガス劃度の補正を掛けることで基本パージ流量が決定される。

目的:チャコ」ル ・キャニスタ 内の燃料蒸発ガス濃度が不足状態でのパ←ジ導入によ る空燃比変動を

パ←ジ開始 防止する。

補正
ノTージ制御開始時:パージ制御作動条件成立時→補正

目的:パージ流量を減量し，空燃比を安定させる。

減量補正 燃焼状態が不安定なとき (燃料噴射制御のブイ← P'パック補正値が不安定)

: A/F七ンサのブイ←P'パック状態に応じて決定する。

(c) 作動条件

通常走行時でのパージ制御は，以下の条件がすべて成立したと き行われる。

燃料噴射制御がフィードパック・ゾーン(A= 1) 

ーエンジン冷却水温60
0

C以上

月''
可
E
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(3) フュー工ル・ポンプ制御(図ー27)

フューエル・ポンプの吐出量を切り替えることで，フューエル・ポンプの電力消費を低減し，燃費性向上を

実現している。PCMは，エンジン運転状態に応じた最適なフューエル・ポンプ駆動力を決定し，フューエル・

ポンプ・コントロール・モジ、ユールにフューエル・ポンプ駆動信号を送る。

パッテリ

クランクシャフト・
ポジション・センサ

PCM 

娘Eセンサ

フューヱル・ポンプ・
コントロール・モジュール

エンジン・スイッチ削'
IGlリνー醐 サーキット・

オープヱング・ υレー

出馬1:マツダ・アドパンスト・キーレス・ヱントリ・アンド・プッシュ・ポタン・スタート・システムなし車
型軽2:マツダ・アドパンスト・キーレス・ヱントリ・アンド・プッシュ・ボタン・スタート・システム付き車

図-27 フューエル・ポンプ制御

何)作動

(a) サーキット・オープニング・リレー

PCMは，エンジン運転状態に応じてサーキット・オープニング・リレーのON/OFFを切り替える。

リレーON/OFF 実行条件

以下のいずれかの条件が成立したとき

エンジン・スイッチON時(約1秒間)

ON クランキング時

エンジン回転中

i -stop制御によるよンジン停止時

OFF ヱンジン停止時(i-stop制御によるエンジン停止は含まない)

(b) フュー工ル・ポンプ・コントロール・モジュール

PCMは，エンジン運転状態に応じてフューエル・ポンプ吐出量を決定し，吐出量に応じてフューエル・ポ

ンプ・コントロール・モジ、ユールへの出力デューテイ比を制御している。

出力デュ」ティ比 実行条件

以下のいずれかの条件が成立したとき

95% エンジン始動時

一プューエル・ポンプ・コントロ」ル・モジュ←ル異常時(要求電圧が実現不可の場合)

-燃圧センサからのブイ← P'パック値が所定位置以上
lO~90% (高圧フューエル・ポンプの圧縮が高いことを判断する)

-出力デューティ比5%. 95%の実行条件以外のとき

5% エンジン停止時(i-stop制御によるエンジン停止は含まない)

。。
可
E
A



3 点検・整備

1) 故障コードの表示・消去方法

(1 ) 表示方法

-・E語g.:.

CD外部診断器をダイ アグノシス ・コネクタ2に接続する。

②車両識別後，画面の指示に従いサービス・コ}ドを確認する。

サービス・コードが表示される場合は，該当するサービス・コード別点検に従って不具合箇所を修復する。

③ダイアグノシス・コネクタ2から外部診断器を取り外す。

(2) 消去方法

①外部診断器をダイアグノシス・コネクタ2に接続する。

②車両識別後，画面の指示に従いサービス ・コ}ドを消去する。

③ダイアグノシス ・コネクタ2から外部診断器を取り外す。

(3) サービス・コード一覧

サ」ピス・
診断系統コ」ド

P0010: 00 電動可変パルプ ・タイミ ング制御系統:回路異常

POOll: 00 電動可変パルプ ・タイミ ング制御系統:過進角異常

P0012: 00 電動可変バルブ ・タイ ミング制御系統:過遅角異常

P0014: 00 油圧可変パルプ ・タイミング制御系統:過進角異常

P0015: 00 油圧可変パルプ ・タイミング制御系統:過遅角異常

P0031: 00 A/Fセンサ・ヒ←タ制御系統 φ 低入力

P0032: 00 A/Fセンサ・ヒ←タ制御系統 φ 高入力

P0037: 00 O2センサ・ヒータ制御系統:低入力

P0038: 00 02センサ ・ヒ」タ制御系統.r高入力

P0069: 00 吸気圧/大気圧:相関異常

P0089: 00 
スピル弁コントロール ・ソレノイド ・バルブ系統:特性異

常

P0091: 00 スピル弁コントロール ・ソレノイ P'.バルブ系統 .低入力

P0092: 00 スピル弁コントロール・ソレノイド ・バルブ系統:高入力

P0096: 00 吸気温センサNo.2系統:相関異常

P0097: 00 吸気温センサNO.2系統:低入力

P0098: 00 吸気温センサNo.2系統:高入力

P0101 : 00 エア・フロー・センサ系統:機能異常

P0102: 00 エア・フロ←・センサ系統:低入力

P0103: 00 エア・フロ←・センサ系統:高入力

P0107: 00 吸気圧センサ系統:低入力

P0108: 00 吸気圧センサ系統:高入力

P01l2: 00 吸気温センサNo.l系統:低入力

P01l3: 00 吸気温センサNO.1系統:高入力

P01l6: 00 冷却水温七二ノサ系統 φ 機能異常

P01l7: 00 冷却水温七二ノサ系統 φ 低入力

P01l8: 00 冷却水温センサ系統:高入力

P0122: 00 スロットル ・ポジション ・センサNO.1系統 φ 低入力

P0123: 00 スロットル ・ポジション ・センサNO.1系統 φ 高入力

P0130: 00 AlFセンサ系統:回路異常

P0131 : 00 AlFセンサ系統:低入力

19 

エンジン警 故障警告表 i -stop警 ドライブ・
告灯 示灯 告灯(桂) サイクル

点灯

点灯

d点灯

点灯 2 

点灯 2 

d点灯 2 

d点灯 2 

点灯 2 

d点灯 2 

d点灯 2 

点灯 2 

d点灯

点灯

点灯 2 

d点灯

点灯

点灯 2 

d点灯

d点灯

点灯

d点灯

d点灯

点灯

d点灯

d点灯

点灯

d点灯

d点灯

点灯 2 

点灯 2 
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サーピス ・
診断系統

エンジン警 故障警告表 i 告灯sto(p澄警) ドライブ ・
コ←ド 告灯 示灯 サイクル

P0132: 00 AlFセンサ系統:高入力 点灯 2 

P0133: 00 AlFセンサ系統:応答遅れ 点灯 2 

POl34: 00 AlFセンサ系統:不活性 d点灯 2 

P0137: 00 02センサ系統 φ 低入力 d点灯 2 

P0138: 00 02センサ系統:高入力 点灯 2 

P0l3A: 00 02七二ノサ系統:応答遅れ d点灯 2 

POl40: 00 02七二ノサ系統:不活性 d点灯 2 

POl71: 00 燃料噴射制御系統:空燃比リーン 点灯 2 

P0172: 00 燃料噴射制御系統:空燃比リ ッチ d点灯 2 

P0191 : 00 燃圧センサ系統:回路異常 d点灯

P0192: 00 燃圧センサ系統:低入力 点灯

P0193: 00 燃圧センサ系統:高入力 点灯

P020l: 00 フューエル・インジェクタNo.l系統:回路異常 d点灯

P0202: 00 フューニル・インジェクタNo.2系統:回路異常 点灯

P0203: 00 フューニル・インジェクタNo.3系統:回路異常 点灯

P0204: 00 フューエル ・インジェクタNo.4系統:回路異常 d点灯

P0222: 00 スロットル・ポジション・ センサNo.2系統 :低入力 点灯

P0223: 00 スロットル・ポジション・ センサNo.2系統 :高入力 点灯

P025B: 00 
ブューエル・ポンプ・コントロール・ぞジュール系統:回

d点灯
路異常

P025C: 00 
フューエル・ポンプ ・コントロール・モジュール系統:自

点灯
己診断結果低入力

P025D: 00 
ブユ←エル・ポンプ・コントロ←jレ・ぞジュ←ル系統:自

d点灯
己診断結果高入力

P0300: 00 ランダム失火 点、滅/点灯 l又は2

P030l: 00 シリンダNo.l失火 点滅/点灯 1又は2

P0302: 00 シリンダNo.2失火 点滅/点灯 1又は2

P0303: 00 シリンダNo.3失火 点滅/点灯 l又は2

P0304: 00 シリンダNo.4失火 点滅/点灯 1又は2

P0327: 00 ノック・センサ系統 φ 低入力 d点灯

P0328: 00 ノック・センサ系統:高入力 点灯

P0335: 00 クランクシャフト・ポジション・七ンサ系統.回路異常 d点灯

P0340: 00 
インテーク・カムシャフト・ポジション・七ンサ系統:回

点灯
路異常

P0365: 00 
エキゾースト・ カムシャフ ト・ ポジショ ン・ センサ系統:

d点灯
回路異常

P0421: 00 キャタリスド ・コンパータ系統 点灯 2 

P0443: 00 ノTージ ・ソレノイド ・パルプ系統:回路異常 点灯 2 

P0461: 00 フューエJレ・ゲ」ジ・センダ・ユニット系統 φ 回路異常 d点灯 2 

P0462: 00 フューエJレ・ゲ」ジ・センダ・ユニット系統 φ 低入力 d点灯 2 

P0463: 00 フューニル・ゲージ・センダ・ユニット系統:高入力 点灯 2 

P0480: 00 エンジン冷却ファン制御系統:回路異常

P0500: 00 車速信号系統:回路異常 d点灯 2 

P0506: 00 アイドル回転速度制御系統:回転速度低い 点灯 2 

P0507: 00 アイドル回転速度制御系統:回転速度高い d点灯 2 

P0520: 00 オイル ・プレッシャ ・スイ ッチ系統:回路異常

P0524: 00 オイル ・プレッシャ・スイッチ系統

P0532: 00 AlCプレッシャ ・センサ系統:低入力
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サーピス ・
診断系統

エンジン警 故障警告表 i 告灯sto(p澄警) ドライブ ・
コ← ド 告灯 示灯 サイクル

P0533: 00 AlCプレッシャ・センサ系統:高入力

P0555: 00 パワー・ ブレーキ・ユニット負圧センサ系統:回路異常 点滅

P0571: 00 ストップ ・ライト ・スイッチ入力系統:回路異常 d点灯 d点灯

P057F: 00 電源系統 d点灯 点滅

P058A: 00 電流センサ系統 点灯 点滅 2 

P058B: 00 電流センサ系統 d点灯 d点滅 2 

P058D: 00 電流センサ系統 d点灯 d点滅 2 

P0600: 00 シリアル通信リ ンク 点灯

P060l: 00 PCMメぞ1).チェックサム・ヱラ← d点灯

P0602: 00 PCMプログラミング ・エラ← d点灯

P0606: 00 PCM処理装置 点灯

P0607: 00 PCM内部の故障 点灯

P0610: 00 PCMコンブイグ ・エラー d点灯

P0615: 00 スタータ/スタータ・リレーの故障 点滅

P061B: 00 PCM処理装置 点灯

P06ID: 00 PCM処理装置 d点灯

P061F: 00 PCM処理装置

P0628: 00 
フューニル・ポンプ・コン トロール・モジュール系統:低

点灯
入力

P0629: 00 
ブューエル ・ポンプ ・コント ロール ・ぞジュール系統:高

点灯
入力

P0638: 00 スロットル・パルプ ・アクチュエータ制御系統:枠性異常 点灯

P064D: 00 PCM内部のAlFセンサ制御装置 :実行エラ← d点灯

P0685: 00 メイン ・リレー制御系統 点灯 2 

P06B8: 00 PCM内部の不揮発性ランダム ・アクセス ・メモリ ・エラー 点灯

P06DA:OO エンジン ・オイル・ ソレノイド ・バルブ系統 φ 回路異常 点灯

P0703: 00 ストップ・ ライト・ スイッチ入力系統:回路異常 点灯 点灯 2 

POAOF:OO エンジン再始動不能 点滅

POA8D: 00 電源システム系統:低入力 d点灯 点滅

POA94:00 DC-DCコンパータ制御系統:信号異常 点滅

P1260: 00 イモピライザ・システム系統:システム異常

P1380: 00 電動可変バルブ ・タイミング制御系統:回路異常

P2090: 00 油圧可変バルブ ・タイミング制御系統:低入力 d点灯

P2091: 00 油圧可変パルプ ・タイミ ング制御系統:高入力 点灯

P2096: 00 O2センサ系統 :1)_ン図着 d点灯 2 

P2097: 00 02センサ系統 .リ ッチ図着 d点灯 2 

P2101 : 00 スロットル・パルプ ・アクチュエータ制御系統:回路異常 点灯

P2107: 00 
スロットル ・パルプ ・アクチュエータ制御装置:プロセッ

d点灯
サ ・エラ←

P2109: 00 スロットル・ポジション ・センサ系統:全閉特性異常 点灯

P2110: 00 
スロットル・パルブ ・アクチュニータ制御装置 :、エンジン

d点灯
回転速度制限

P2112: 00 
スロットル・パルプ ・アクチュエ」タ制御システム:特性

点灯
異常

P2119: 00 スロットル・ボデー系統:機械的異常 d点灯

P2122: 00 
アクセル ・ペダル ・ポジション ・センサNo.l系統:低入

d点灯
力

P2123: 00 
アクセル・ペダル ・ポジション ・センサNo.l系統:高入

d点灯
力
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サーピス ・
診断系統

エンジン警 故障警告表 i 告灯sto(p澄警) ドライブ ・
コ←ド 告灯 示灯 サイクル

P2127: 00 
アクセル ・ペダル ・ポジション ・センサNo.2系統:低入

点灯
力

P2128: 00 
アクセル・ ペダル ・ポジション ・センサNO.2系統:高入

d点灯
カ

P2135: 00 
スロッ トル・ ポジション ・センサ系統:No.l/No.2相関異

点灯
常

P2138: 00 
アク七ル・ペダル・ポジション・センサ系統:No.l/No.2 

d点灯
相関異常

P2228: 00 大気圧センサ系統:低入力 点灯

P2229: 00 大気圧センサ系統:高入力 d点灯

P2237: 00 A/F七ンサ系統:I湯極電流回路断線 d点灯 2 

P2243: 00 AlFセンサ系統基準電圧回路断線 点灯 2 

P2251: 00 A/Fセンサ系統:陰極電流回路断線 d点灯 2 

P2299: 00 アクセル ・ペダル系統 φ 反り不良 2 

P2302: 00 イオン・ センサNo.l系統:回路異常

P2305: 00 イオン・ センサNo.2系統:回路異常

P2308: 00 イオン・センサNO.3系統:回路異常

P2311: 00 イオン・センサNO.4系統:回路異常

P2502: 00 オルタネータ発電電圧信号系統:電圧異常 点滅

P2503: 00 オルタネ←タ発電電圧信号系統:低入力 d点滅

P2504: 00 オルタネータ発電電圧信号系統:高入力 ，点滅

P2507: 00 PCM電源系統:低入力 点灯

P2610: 00 コンピネ←ション・メ)タ内部の故障 d点灯 2 

U0073:00 CAN通信系統:BUS'OFF 点灯

U0074: 00 CAN通信系統:BUS'OFF 

UOlOl: 00 CAN通信系統 :TCMとの通信エラ← d点灯 d点滅

U0l21: 00 CAN通信系統:DSC' HU/CMとの通信エラ← d点灯 d点滅

U0131: 00 
CAN通信系統:EHPASコントロール・モジュールとの通

点滅
信エラー

U0l40: 00 CAN通信系統 :BCMとの通信エラ← 点滅

U0l51: 00 
CAN通信系統 :SASコン トロール・ モジュールとの通信

点滅
エラー

U0l55: 00 CAN通信系統コンビネーション・メータとの通信エラ← d点滅

U0214: 00※1 
CAN通信系統:キ←レス・コントロール・モジユ←ルと

，点滅
の通信エラー

U0298: 00 LIN通信系統:DC-DCコンパ←タとの通信エラー 点滅

U0302: 00 TCM処理装置系統 d点灯

UI007: 00 LIN通信系統:電洗センサとの通信エラー 点滅

U3000:41 PCM処理装置系統

※ 1 :マツダ ・アP'パンスト ・キ←レス ・ヱントリ ・アンド ・プッシュ ・ボタン ・スタート ・システム付き車
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2) 外部診断器及び車載故障診断装置の活用による点検・整備

エンジン系統に不具合が発生し，エンジン警告灯の点灯，外部診断器によりサービス・コードが出力された

場合には，サ}ビス・コ}ド一覧表の項目に従って点検・整備を行う必要がある。ここでは，以下に示す吸

気圧センサ系統異常，パージ・ソレノイド・パルプ系統異常及びフューエル・ポンプ系統異常を例として，

点検・整備方法を説明する。

i ) 吸気圧センサ系統異常

①症状:エンジン警告灯点灯(サービス・コード:P0108 : 00) 

アクセル・ペダルを踏み込んでもエンジン回転速度が制限される。車両後部よりガソリン臭がする。

②故障内容:吸気圧センサ信号回路の断線

③点検方法:外部診断器を使用する場合と使用しない場合

u) パージ・ソレノイド・パルプ系統異常

CD症状:エンジン警告灯点灯する(サービス・コード:P0443 : 00， P0171: 00) 

アイドル不調。減速時などに時々エンジン回転速度が高くなる。

②故障内容:パージ・ソレノイド・パルブ制御回路のボデー-アースへの短絡

③点検方法:外部診断器を使用しない場合

iu) フューエル・ポンプ系統異常

①症状:エンジン警告灯点灯しない

フューエル・ポンプ作動音なし。

②故障内容:フューエル・ポンプ駆動回路の断線

③点検方法:外部診断器を使用しない場合

ヨ~~ I ノtッテリ交換(バッテリあがり含む)など，車両とバッテリの接続を切り離した場合パワー・ウインドなど

各種電装品の初期学習値のみならずPCM内の特定情報も消去される。特にi-stop搭載車の場合にはバッテ

リ充電状態の学習値も消去されるため，エンジンを始動後PCMがバッテリの充電状態を学習するまでi-

stopしないという現象が発生する。なお，マツダ車専用外部診断器(M-MDS)を使用してバッテリ状態初期

学習を行う手順がある。詳細は整備書を参照すること。
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(1 ) 吸気圧センサ系統異常(図ー28)

吸気温センサNO.2

吸気圧センサ/
吸気温センサNO.2

高

↑

出

力

電

圧

傭

↓

低

←吸入空気圧→ 大

PCM 

イDI冗IDJ
|~~ I 

PCM 
車両ハーネス側コネクタ

守司
図-28 吸気圧センサ系統
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何)症状(図-29) 

エンジン警告灯点灯(サーピス・コード:POI08 : 00) 

アクセル・ペダルを踏み込んでもエンジン回転速度が制限される。車両後部よりガソリン臭がする。

診断系統 | 検出条件

吸気圧センサ系統 高入力 |吸気圧センサ電圧が4.89Vを超える状態が5秒間継続した場合。

(HDM -3000の表示〉 -.1手属副届園Eー画圃!!Hiii置歯
固厘II1II

個圃置圃圃E薗冒
E置園田1.日間州都が I 

図-29 サービス・コード表示

(口) 原因説明

吸気圧センサ信号系統に異常がある場合，以下のフェイルモーフ機能が作動する。

ーエア・フロー・センサ，エンジン回転速度などを用いて，吸気圧を推定する。

ーエンジン回転速度の上限を制限する。

ーパージ制御を禁止する。

上記のフェイルセーフが作動するため，エンジン回転速度の上限が制限されて加速不良が発生する。また，

ノTージ、制御を禁止するため，チャコール・キャニスタの燃料蒸発ガス吸着量を超えた場合，チャコール・キャ

ニスタの大気側より燃料蒸発ガスが漏れる。

制点検方法

(a) 外部診断器を使用する場合(点検条件:エンジン・スイッチ ON)

手順 点検内容 結果 処 置

① 
サーピス・コードP0098: 00 (吸気温センサ YES 手)1慣②へ

No.2系統:高入力)が同時に検出されるか。 NO 手)1頂④へ

吸気圧センサのコネクタを切り離し，吸気圧セ
ンサ D端子~A端子聞を短絡した状態でデ」 YES 吸気圧センサ内部不良(GND回路の断線)

② タ・ロガ~I吸気圧センサ電圧」をモニタ L. 数

値を読み取る。 NO 手)1慣③へ
OVが表示されるか。

吸気圧センサのコネクタを切り離し PCM.
lBW端子~lBX端子を短絡した状態でデー YES 吸気圧センサA端子~PCM .1BX端子聞の断線

③ タ・ロガー「吸気圧センサ電圧」をモニタし，数
債を読み取る。 NO PCM内部不良(吸気圧センサGND回路の断線)
-OVが表示されるか。

吸気圧センサのコネクタを切り離し，吸気圧セ 吸気圧センサ内部不良(5V電源回路と信号回路の短絡，セン

ン サ D端子~A端子聞を短絡した状態でデー
YES 
サ故障).PCM内部不良(5V電源回路と信号回路の抵絡).

④ タ・ロガー「吸気圧センサ電圧」をモニタL.数 又は吸気圧センサ C端子~PCM ・ lBO端子問配線と.吸気

値を読み取る。 圧センサD端子~PCM.IBW端子問配線の線間短絡

OVが表示されるか。 NO 手)1頂⑤へ

吸気圧センサのコネクタを切り離L.PCM. 
lBW端子~ lBX端子を短絡した状態でデ」 YES 吸気圧センサD端子~PCM .1BW端子聞の断線

⑤ タ・ロガ~I吸気圧センサ電圧」をモニタし，数

値を読み取る。 NO PCM内部不良(吸気圧センサ信号回路の断線)
-OVが表示されるか。
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(b) 外部診断器を使用しない場合(点検条件:工ンジン・スイッチON)(図ー30)

PCM 

{01古cill
瓦さ]

PCM 
車両ハーネス倒コネクタ

I Gt~ I 
図-30 吸気圧センサ系統の点検

手順 点検内容 結果 処 置

① 
吸気圧センサD端子電圧⑩を測定する。 YES 手)1慣②へ

最古4.89VJ21、上が表示されるか。 NO 手)1慣⑤へ

③ 
吸気圧七ンサA端子電圧⑩を測定する。 YES 手)1国③へ

約l.OV以下が表示されるか。 NO 手)1国④へ

吸気庄センサのコネクタ， 及ぴPCMのコネク YES 
吸気圧セ ンサ D端子~ PCM 'lBW端子聞と吸気圧センサC

タを切り離し，吸気圧センサのコネクタ側C端
端子~PCM .1BO端子聞の線開短絡

③ 
子~ D端子聞の導通を点検する。 吸気圧七二ノサ内部不良(5V電源回路と信号回路の短絡，

導通があるか。 NO GND回路の断線).又はPCM内部不良(5V電源回路と信号
回路の短絡)

④ 
PCM .1BX端子電圧⑮を測定する。 YES 吸気圧センサA端子~PCM .1BX端子聞の断線

-約l.OV以下が表示されるか。 NO PCM内部不良(GND回路の断線)

吸気圧センサのコネクタ， 及ぴPCMのコネク
YES PCM内部不良(信号回路の断線)

タを切り離し，吸気圧センサ D端子~ PCM.
⑤ 
lBW端子聞の導通を点検する。

導通があるか。
NO 吸気圧センサD端子~PCM 'lBW端子聞の断線
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(2) パージ・ソレノイド・バルブ系統異常(図ー31) 

コイル

メイン・リレー
C嶋子 PCM 

圏
直

PCM 

車両ハーネス側コネクタ

宜主ユ
図-31 パージ・ソレノイド・バルブ系統

付)症状(図-32)

エンジン警告灯点灯(サービス ・コード:P0443 : 00， P0171: 00) 

アイドル不調。減速時などに時々 エンジン回転速度が高く なる。

サーピス ・コード 診断系統 検出条件

P但43:00 
ノTージ・ソレノイド ・パルプ系統: PCM制御状態に対して， パージ制御電圧が規定値を超える，又

回路異常 は規定値未満の場合。

以下いずれかの条件が成立したとき

アイドル又は走行中に燃料フ ィードパック補正量と燃料学習

P0l71 : 00 燃料噴射制御系統:空燃比リーン 補正量を足した補正量が規定値を超える増量補正の場合。

アイ下ル又は走行中に燃料フィードパック補正量が上限に達

した場合。

月
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<HDM -3000の表示〉 1. 
ーーーーーーーーーーIiDi嗣・--・E ・・E ・-ーーーーーーーー園、回挺書官ーーーーーーーーー

loo 
門171:同博開:到ゆ〉

図-32 サービス・コードの表示

i問叩問削0ω叫4糾4怜 )1"門0
リ山リ 異常

(ロ) 原因説明

パージ・ソレノイド・バルブのパージ制御側(PCM側)の回路がボデー・アースに短絡しているため，パ}ジ・

ソレノイド・バルブはエンジン・スイッチON状態で通電され，バルブが常に聞いたj犬態になる。このため，

エア・フロー・センサで検知できない燃料蒸発ガスがインテーク・マニホールド内に流入し，燃焼が不安定

になりアイドル不調が発生する。また，チャコール・キャニスタ内の脚↓蒸発ガスが減少すると外気が吸込

まれて空燃比が大きくなり，サーピス・コードP0171: 00が検出される。加えて，インテーク・マニホール

ド内の負圧も小さくなることから， ドライブ・パイ・ワイヤ制榔による吸入空気量の調整，及ぴ燃料噴射制

御による噴射量の調整などが適正に制御できなくなり，減速時などにここンジン回転速度が高くなる。

判点検方法

(a) 外部診断器を使用しない場合(図-33)
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圏
一
也

プ高
l

V

4

'

'

 

山川ミ
J
a
以
タ

-
-
R
A
園
パ
h
v

F
一
/
司
、
-
・
ネ

イ
一
」
-
ド
コ

ノ

-w-
イ
倒

レ一
J

-

ノ
ス

γ
-
Lノ
-
レ
ネ

『

B

国

ソ

-

ジ

F
L
・ハ

-
1
4
1
ジ

筒

パ

ド

草

PCM 
車両ハーネス倒ヨネタタ

ヨーコ
図-33 パージ・ソレノイド・バルブ系統の点検
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手)1頃

① 

① | 

点検内容

J~-ジ ・ソ レノイ下・パルプからチャコ←ル ・キ ャ ニス
タへ通じているエパポ・ホースを切り離す。エンジン冷

問時のアイ ドル状態で，図に示すように指をあて， 負圧

の有無を確認する。(図-34) 

図-34 負圧の有無確認

一負圧は作用しているか

ノTージ・ソレノイド・パルプのコネクタ，及ぴPCMの

コネクタを切り離し，パージ・ソレノイド・パルプA

端子~ボデー ・ア←ス聞の導通を点検する。

←導通があるか。

(3) フュー工ル・ポンプ系統異常(図ー35)

車両前方• 

29 

結果 処置

YES I手順②へ

NO 

YES 

NO 

パ←ジ・ソレノイド・バルブ内部不良(内部回路の

断線，及び破損)

ノTージ・ソレノイド・パルプA端子~PCM 'lAI 

端子間配線のボデー・アースへの短絡

PCM内部不良(制御回路のボデー・アースへの短絡)
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PCM フューエル・ポンプ・

IG1 

サーキット・オープ=ング・リレー

PCM 

駆動傭骨

ー一一一一一一伯』

診断傭号

.. 一一一一一一

コントロール・モジュール

サーキット・
オープニング・りν-
C晴子

7ューエル・ポンプ・
コントロール・モジュール

フューヱル・ポンプ

フューヱル・ポンプ・ユニット
車両ハーネス側コネクタ

フューエル・ポンプ・コントロール・モジュール
車両ハーネス自由コネクタ

付)症状

昌
司U |~， I 

図-35 フューエル・ポンプ系統

エンジン始動しない(サービス ・コードなし，フューエル ・ポンプ作動音なし)

(口)原因説明

フューエル・ポンプ ・コント ロール・モジュールからのフューエル ・ポンプ駆動回路が断線しているため，

フューエル ・ポンプを駆動できず，エンジンに燃料が供給されないため，エンジンが始動できない。

豆E フューエル ・ポンプ ・ コ ントロ ー Jレ ・モジュー Jレ~PCM 聞の回路が断線又はボデー ・ アース問に短絡した

場合は，サービス ・コードP025B: 00， P025C: 00が検出され，エンジン警告灯が点灯する。フェイルセー

フによりフューエル ・ポンプ制御は停止するが，フューエJレ・ポンフ。への電源供給は継続されるため，燃料

供給不足によるエンジン始動不良は発生しない。

30 
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川点検方法

(a) 外部診断器を使用しない場合(図-36)

サーキwト・
オープニン止.υνー フューヱル・ポンプ・
C嫡子 コントロール・モジュール

フュー工ル・ポンプ・ユ=ット
車両ハーネス側コネクタ

フューエル・ポンプ・コントロール・モジュール
車両ハーネス働コネクタ

国
~ュ |Gt~ I 

図-36 フューエル・ポンプ系統の点検

手)1頃 点検内容 結果 処 置

YES 手順②へ

クランキング時のサーキット・オープニング・リレーの IGl電源~サーキット・オープニング・リレー聞の

① 作動音を確認する。
断線，サーキ ット ・ オ ープニ ング・リレー~ PCM

←リレ←作動音は聞こえるか。 NO 聞の断線，サーキット・オ←プニング ・リレー内部
不良(コイル断線).PCM内部不良(サーキット・オ」
プーング ・リレー制御回路の断線)

サキット・オ プーング・リレ を取り外した状態で，

下図コネクタのD端子電圧を測定する。
一;{ッテ1)電圧が表示されるか。(図-37) YES 手順①へ

② 

7ま NO 
FUEL . PUMP25Aのブユ)ズ切れ，又はリレ←・
アンド ・フューズ・ ブロック内電源回路の断線

図-37 コネクタ

サキット・ オ プーング・リレ←単体点検を行う。

E端子にバッテリ電源， A端子にアースを接続した状態
で， C端子~D端子聞の導通を確認する。(図 38) 
一導通があるか。 YES 手順④へ

E 

~ ③ 

|後|
NO 
サーキット・ オープニング ・リレー内部不良(接点

A 側接触不良)

図-38 サーキット・オープニング・リレー単体点検

唱
E
A

円
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手)1頃 点検内容 結果 処 置

サーキット・オ←プニング・リレ」を取り付けた後，ク YES 手順⑤へ
④ 
ランキング時のフューエル・ポンプ・コントロール・モ

ジュール2A端子電圧⑩を測定する。 サーキット・オープニング・リレー~フューエル・

一;{ッテ1)電圧が表示されるか。
NO 

ポンプ・コントロ」ル・ぞジュ~}レ聞の断線

クランキング時のブユ←エル・ポンプ・コントロ~}レ・ YES 手順⑦へ
⑤ モジュール2C端子電圧⑩を測定する。

NO 
ブユーエル ・ポンプ ・コントロール・モジュール内

バッテリ電圧が表示されるか。 部不良(電源回路の断線)

クランキング時のプユーエル・ポンプB端子電圧⑩を測 YES 手順⑦へ
⑤ 定ずる。

NO 
フューエル・ポンプ・コントロール・モジュール

バッテリ電圧が表示されるか。 2C端子~フューエル・ポンプB端子聞の断線

クランキング時のブューエル・ポンプD端子電圧⑩を YES プューエル・ポンプ内部不良(回路の断線)
⑦ 測定する。

lV以下が表示されるか。 NO 手)1頃①へ

YES 
ブューよ[_}レ・ポンプ・コントロール・モジュール

クランキング時のプユ」エル・ポンプ・コントロ←jレ・ 2D端子~フューエル・ポンプD端子聞の断線
③ モジュ←ル2D端子電圧⑮を測定する。

フューエル・ポンプ ・コントロール・モジュール内
lV以下が表示されるか。 NO 

部不良(GND回路の断娘)

参考

1) エンジン制御装置(SKYACTIV-G2.0) 電気配線図
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3) PCM端子一覧表(参考値)

重三日 PCMは防水コネクタを使用しているため，電圧/波形の点検はできない。以下に載せている数値は参考値で
ある。

I ~， I 
端子 信号名 接続先

iRIJ定
測定条件 電圧(v)

項目

この端子はCAN通信用のため端子電圧点検では良否
lA CAN 2H CAN関連部品 判定ができない。点検は，サービス ・コード点検で行

フ。

この端子はCAN通信用のため端子電圧点検では良否
lB CAN 2L CAN関連部品 判定ができない。点検は，サービス・コード点検で行

つ。

セレクタ ・レバーがP又はNレン
VB 

TCM，キーレス・コントロール・ ジ以外のとき
lC モニタ

モジュール別
電圧
セレクタ・レバーがP又はNレン
ジのとき

l.0以下

lD ノッキング(-) ノック・センサ 電圧 エンジン ・スイッチON 約l.65
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端子 信号名 接続先
測定

測定条件 電圧(V)
項目

1H ノッキング(+) ノック ・センサ 電圧 エンジン ・スイッチON 約3.38

1I アース シールド線 電圧 常時 1.0以下

1J 
電動可変パルプ ・タイミ 電動可変パルプ・タイミング・モー

波形
(参照φ電動可変バルブ・タイミング・ぞ←タ(岡

ング ・モータ (回転方向) タ/ドライパ 転方向))

電動可変バルブ ・タイミ
電動可変パルブ・タイミング・モー (参照:電動可変パルプ・タイミング・モータ (回

10 ング・ モータ(回転パル
タ/下ライノT

波形
転パルス))

ス)

エンジン ・スイッチON 1.0以下
1P オイル ・プレッシャ オイル ・プレッシャ ・スイッチ 電圧

アイわレ(暖機後，無負荷時) VB 

1T 
エキゾ←スト ・カムシャ エキゾ)スト ・カムシャフト ・ポ

波形
(参照:エキゾ←スト ・カムシャフト ・ポジショ

ブト ・ポジション ジション ・七ンサ ン)

1W A1F A1Fセンサ 電圧 アイドル(暖機後，無負荷時) 約4.2

1X ア←ス
ヱキゾースト・ カムシャフ ト・ ポ

電圧 常時 1.0以下
ジショ ン・ 七ンサ

1Y 
インテーク ・カムシャフ インテーク ・カムシャフト ・ポジ

波形 (参照:イ ンテーク・ カムシャフト ・ポジション)
ト・ポジション ション ・センサ

1AB A/F A1F七ンサ 電流 アイドル(暖機後，無負荷時)φOmA

1AC アース
インテ」ク・ カムシャフト ・ポジ

電圧 常時 1.0以下
ション・センサ

1AD 
クランクシャフト ・ポジ クランクシャフ ト・ ポジション ・

波形 (参!照 φクランクシャフト ・ポジション)
ンヨン 七ンサ

電動可変バルブ ・タイミ
電動可変パルプ・タイミング・モー (参照:電動可変パルプ ・タイミング ・ドライ

1AE ング ・ドライパ自己診断 波形

結果
タ/ドライパ パ自己診断結果)

1AF オルタネ←タ発電電圧 オルタネ←タ (P端子) 波形 (参!照 .オルタネ←タ発電電圧)

1AG A1F A1Fセンサ 電圧 アイドル(暖機後，無負荷時) 約3.48

1AH ア←ス
クランクシャフ ト・ ポジショ ン・

電圧 常時 1.0以下
センサ

1AI ノTージ制御 ノTージ ・ソレノイ ド・ ノTルブ 波形 (参照:パージ制御)

1AJ 点火時期制御 イグニション ・コイルNo.4 波形 (参照:点、火時期制御)

冷却水温20
0

C 約3.10

冷却水温40
0

C 約2.16

1AK 冷却水温 冷却水温センサ 電圧
ニンジン ・ス

冷却水温60
0

C 約1.40
イッチON

冷却水温80
0

C 約0.87

冷却水温100
0

C 約0.54

1AM アース 冷却水温センサ 電圧 常時 1.0以下

1AN 
油圧可変パルプ ・タイ ミ

OCV 波形 (参照 .油圧可変バルブ ・タイミング制御)
ング制御

1AO 点火時期制御 イグニション ・コイルNo.3 波形 (参照:点火時期制御)

1AS エンジン ・オイル制御
ヱンジン ・オイル ・ソ レノイド ・

波形
(参照:エンジン ・オイル ・ソレノイド ・パル

パルブ ブ制御)

1AT 点火時期制御 イグニション ・コイルNo.2 波形 (参照:点、火時期制御)

1AV イオン(No.4) イオン ・センサNo.4 電圧 アイドル(暖機後，無負荷時) 約4.55

1AY 点火時期制御 イグニション ・コイルNo.1 波形 (参照 φ点火時期制御)

1AZ 
電動可変バルブ ・タイミ 電動可変パルブ・タイミング・モー

波形 (参照:電動可変パルプ ・タイミング制御)
ング制御 タ/ドライパ

1BA イオン(No.3) イオン ・七ンサNo.3 電圧 アイドル(暖機後，無負荷時) 約4.55

1BB アース シールド線 電圧 常時 1.0以下

1BE オルタネータ発電制御 オルタネータ(D端子) 波形 (参照 :オルタネータ発電制御)

1BF イオン(No.2) イオン ・七ンサNo.2 電圧 アイドル(暖機後，無負荷時) 約4.55

月''
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端子 信号名 接続先
測定

測定条件 電圧(V)
項目

1BG アース シールド娘 電圧 常時 1.0以下

1BJ 供給電圧 燃圧センサ 電圧 エンジン ・スイッチON 約5.0

1BK イオン(No.1) イオン・ センサNo.l 電圧 アイドル(暖機後，無負荷時) 約4.55

1BL ア←ス シ」ルド線 電圧 常時 1.0以下

1BN 供給電圧
クランクシャフト・ポジシ ョン ・

電圧 ニンジン ・スイッチON 約5.0
七ンサ

1BO 供給電圧 吸気圧センサ 電圧 エンジン ・スイ ッチON 約5.0

アクセル ・ペダル
約1.11

1BP 
スロッ トル ・ポジション スロットル ・ポジション ・センサ

電圧
エンジン ・ス 開放

(No.l ) No.l イッチON アクセル ・ペダル
約4.59

踏み込み

1BQ アース
スロットル ・ポジション ・センサ

電圧 常時 1.0以下
No.l. NO.2 

1BS 供給電圧
スロ ットル ・ポジショ ン・ センサ

電圧 エンジン ・スイッチON 約5.0
No.l. No.2 

アクセル ・ペダル
約3.92

1BU 
スロットル ・ポジショ ン スロットル ・ポジション ・センサ

電圧
エンジン ・ス 開放

(No.2) NO.2 イッチON アクセル ・ペダル
約0.41

踏み込み

エンジン ・スイ ッチON 約4.07

1BW 吸気圧 吸気圧センサ 電圧
アイドル(暖機後，無負荷時) 約1.34

レーシング
約1.05

(エンジン回転速度2000回転)

1BX アース 吸気圧センサ 電圧 常時 1.0以下

1BY 
A/Fセンサ・ヒータ制

AlFセンサ ・ヒータ 波形 (参照:A/Fセンサ ・ヒータ制御)
御

1BZ ア←ス アース 電圧 常時 1.0以下

燃圧 燃圧センサ 電圧
エンジン ・スイッチON 約1.22

1CA 
アイドル(暖機後，無負荷時) 約1.06

1CB ア←ス 燃圧センサ 電圧 常時 1.0以下

1CC 
ドライブ・パイ・ワイヤ スロットル・パルブ・アクチュエ←

電圧
エンジン ・スイッチON 約10.51

制御(-) タ アイドル(暖機後，無負荷時) VB 

吸気温20"C 約3.57

1CE 吸気温(No.2) 吸気温センサNO.2 電圧
エンジン ・ス

吸気温40"C 約2.70
イッチON

吸気温60"C 約1.87

1CG 
ドライブ .}¥イ・ワイヤ スロットル・パルプ・アクチュニー

電圧 (参照 P'ライブ・パイ・ワイヤ制御(+ )) 
制御(+) タ

1CK バッテリ電圧 メイン ・リレー 電圧 エンジン ・スイッチON VB 

1CL アース アース 電圧 常時 1.0以下

1CO バッテリ電圧 ブユ←エル・インジェクタ・リレ」 電圧 エンジン ・スイッチON VB 

1CP ア←ス アース 電圧 常時 1.0以下

1CS バッテリ電圧 フューここル・インジェクタ ・リレー 電圧 エンジン ・スイッチON VB 

1CT ア←ス ア」ス 電圧 常時 1.0以下

1CW バッテ1)電圧 ブユ←エル・インジェクタ ・1)レー 電圧 エンジン ・スイッチON VB 

1CX アース アース 電圧 常時 1.0以下

lDA バッテリ電圧 ブューエル・イ ンジェクタ ・リレ← 電圧 エンジン ・スイ ッチON VB 

10B アース アース 電圧 常時 1.0以下

10G バッテリ電圧 ブューエル・インジェクタ・リレー 電圧 エンジン・スイ ッチON VB 

10H アース アース 電圧 常時 1.0以下

。。
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端子 信号名 接続先
測定

測定条件 電圧(V)
項目

lDK バッテリ電圧 フューここル・インジェクタ・リレー 電圧 エンジン・スイッチON Vs 

lDL アース アース 電圧 常時 1.0以下

1D0 燃料噴射制御(一) ブユ←エル・インジェクタNO.l 波形 (参照:燃料噴射制御(-)) 

lDP 燃料噴射制御(+) ブユ←エル・インジェクタNO.l 波形 (参照:燃料噴射制御(十))

lDS 燃料噴射制御(一) フューニル・インジェクタNo.4 波形 (参照:燃料噴射制御(-)) 

lDT 燃料噴射制御(+) ブユーエル・インジェクタNo.4 波形 (参照:燃料噴射制御(+ )) 

lDW 燃料噴射制御(-) ブユーエル・インジェクタNO.2 波形 (参照:燃料噴射制御(-)) 

lDX 燃料噴射制御(+) ブューエル・インジェクタNo.2 波形 (参照:燃料噴射制御(+ )) 

lEA 燃料噴射制御(一) ブユ←エル・インジェクタNO.3 波形 (参照:燃料噴射制御(一))

lEB 燃料噴射制御(+) ブユ←エル・インジェクタNO.3 波形 (参照:燃料噴射制御(+ )) 

lEE 
高圧フューニル・ポンプ

高圧フューエル・ポンプ 波形 (参照:高圧フューエル・ポンプ制御(+ )) 
制御(+) 

lEF 
高圧フューエル ・ポンプ

高圧ブユ←ヱル ・ポンプ 波形 (参照 φ 高圧ブユ←ヱル・ ポンプ制御(一))
制御(一)

2C Oztンサ・ヒータ制御 Ozセンサ・ヒータ 波形 (参照:Ozセンサ・ヒータ制御)

ストップ・ライト・スイ ッチ(No.l
ブレ←キ・ペダル

1.0以下
エンジン・ス 開放

2G ブレーキ(No.l) 信号)，キーレス・コントロール・ 電圧
イッチON

モジュール※2 ブレーキ・ペダル
Vs 

踏み込み

2H イグニション(IGl) エンジン・スイッチ※1，IGlリレ←※2 電圧 エンジン・スイ ッチON Vs 

2K メイン・リレー制御 メイン・リレー 電圧 エンジン・スイッチON 約0.8
2N※1 イグニション(STA) エンジン・スイ ッチ 電圧 エンジン・スイッチON 1.0以下

20 バッテリ電圧 バッテリ 電圧 エンジン・スイ ッチON Vs 

2P 
DC-DCコンノtータ 制

DC-DCコンノTータ 電圧 エンジン・スイッチON 1.0以下
御

パワ←・ブレ←キ・ユニッ パワー・ブレ」キ・ユニット負圧
アイドル(暖

ブレ←キ・ペダル
2Q 
ト負圧 センサ

電圧 機後，無負荷
開放

約0.44
時)

ストップ・ライト・スイ ッチ(No.2
ブレーキ・ ペダル

1.0以下
エンジン・ス 開放

2R ブレーキ(No.2) 信号)，キ←レス・コントロ←ル・ 電圧
イッチON

モジューyレ※2 ブレ←キ・ペダル
Vs 

踏み込み

2S バッテリ電圧 メイン・リレー 電圧 ニンジン・スイッチON Vs 

2T バッテリ電圧 メイン・リレ← 電圧 エンジン・スイ ッチON Vs 

吸気温20"C 約2.70

2U 吸気温(No.l) 吸気温センサNo.l 電圧
エンジン・ス

吸気温40"C 約1.80
イッチON

吸気温60"C 約1.20

2X エンジン冷却ファン制御
ファン・コントロール・モジュー

波形 (参照:エンジン冷却フ ァン制御)
yレ

この端子はLIN通信用のため端子電圧点検では良否
2Z LIN DC-DCコンパータ，電流七ンサ 判定ができない。点検は，サ」ピス・コ」ド点検で行

つ。

2AA アース アース 電圧 常時 1.0以下

2AD ア←ス シ」ルド線 電圧 常時 1.0以下

2AE フューニル・ポンプ制御
フューエル・ポンプ・コントロー

波形 (参照:フューエル・ポンプ制御)
ル・モジュール

2AF A/Cカット制御 AlCリレー 電圧
AlCリレーOFF Vs 

AlCリレーON 1.0以下

2AG Oztンサ(-) Ozセンサ 電圧 アイわレ(暖機後，無負荷時) 約1.65
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端子 信号名 接続先
測定

測定条件 電圧(V)
項目

2AH ア←ス
パワー・ ブレーキ・ユニット負圧

電圧 常時 1.0以下
センサ

2AI O2センサ(+ ) O2センサ 電圧 アイドル(暖機後，無負荷時) 約2.49

2A] アース AlCプレッシャ ・七二ノサ 電圧 常時 1.0以下

この端子はCAN通信用のため端子電圧点検では良否
2AK CAN H CAN関連部品 判定ができない。点検は，サービス ・コー ド点検で行

つ。

この端子はCAN通信用のため端子電圧点検では良否
2AL CAN L CAN関連部品 判定ができない。点検は，サービス ・コード点検で行

つ。

ブユ←エル ・ポンプ ・コ
フューエル・ポンプ・コントロー (参照:フューニル・ ポンプ ・コ ントロール ・

2AM ントロール ・ぞジュ←ル 波形

自己診断結果
yレ・モジュ←ル モジュール自己診断結果)

アクセル ・ペダル
約0.75

アクセル ・ペダル ・ポジ アクセル ・ペダル ・ポジション ・ ニンジン ・ス 開放
2AN 
ション(No.l) センサNo.1 電圧

イッチON アクセル ・ペダル
約4.1

踏み込み

2AO アース
アクセル ・ペダル ・ポジション ・

電圧 常時 1.0以下
センサNo.1

2AQ フューニル ・ポンプ制御 サーキット・オープニング・リレー 電圧
エンジン ・スイッチON VB 

アイヤル(暖機後，無負荷時) 1.0以下

2AR 供給電圧
アクセル ・ペダル ・ポジショ ン・

電圧 エンジン ・スイッチON 約5.0
センサNo.1

アクセル ・ペダル
約0.38

2AS 
アクセル ・ペダル ・ポジ アクセル ・ペダル・ポジション ・

電圧
エンジン ・ス 開放

ション(No.2) センサNo.2 イッチON アクセル ・ペダル
約2.05

踏み込み

2AT アース
アクセル ・ペダル・ポジション ・

電圧 常時 1.0以下
センサNo.2

2AW 供給電圧
アクセル ・ペダル ・ポジション ・

電圧 エンジン・スイ ッチON 約5.0
センサNo.2

AlCプレッシャ圧 1.0MPa 約1.58

2AX A/Cプレッ シャ AlCプレッシャ ・七ンサ 電圧 AlCプレッシャ圧 l.lMPa 約1.75

A/Cプレッシャ圧 1.2MPa 約1.88

2AY アース
エア ・ブロ← ・センサ/1吸気温セ

電圧 常時 1.0以下
ンサNo.l

アイわレ(暖機後，無負荷時)※l 1.0以下

セレクタ ・レノ¥-

がPレンジ又は，
VB 

スタ 」タ ・リ レー，キーレス ・コ Nレンジ以外のと
2AZ スタータ・カ ット制御 ントロール・ モジュール※2 電圧 エンジン ・ス き

イッチON*2
セレクタ ・レノ¥-

がPレンジ又は， 1.0以下
Nレンジのとき

2BB 供給電圧
AlCプレッシャ ・セ ンサ，エア ・

電圧 エンジン ・スイッチON 約5.0
フロー・センサ

エンジン・スイ ッチON 約0.72

2BC 吸入空気量 ヱア・ブロ←・センサ 電圧
アイドル(暖機後，無負荷時) 約0.86

レー シング(ニンジン 回転速度
約1.072000回転)

2BG 供給電圧
パワ」・ブレーキ・ユニット負圧

電圧 エンジン ・スイッチON 約5.0
センサ

※1 :マツダ ・アドバンス ト・ キーレス ・エンドリ ・アンド ・プッシュ ・ボタン ・スタ ート・システムなし車
※2:マツダ・アドバンスト・キーレス・エンドリ・アンド・プッシュ ・ボタン ・スタ ート・システム付 き車
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4) 各入出力発生パルス(参考)

電動可変パルプ・タイミング・ぞ」タ (回転方向)

接続端子 φ

1] ( + )ーアース(一)
計器設定:2V/DIV(Y)， 5ms/DIV(X)， DCレンジ
測定条件:アイドル(暖機後，無負荷時)

エキゾースト・カムシャフト・ポジション

接続端子:

1T(+)ーア」ス(-)
計器設定:2V/DIV(Y)， 20ms/DIV(X)， DCレンジ
測定条件:アイドル(暖機後，無負荷時)

クランクシャフト・ ポジション

接続端子:

1AD (+) アース(-) 
計器設定:2V/DIV(Y)， 1mslDIV(X)， DCレンジ
測定条件 φ アイドル(暖機後，無負荷時)

オルタネータ発電電圧

接続端子 ・

1AF(+)ア←ス(一)
計器設定:5V/DIV(Y)， 2ms/DIV(X)， DCレンジ
測定条件:アイドル(暖機後，無負荷時)

-・E語g.:.
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電動可変バルブ ・タイミング・-t←タ (回転パルス)

接続端子 φ

10(+)ーアース(一)

計器設定:2V IDIV (Y)， 5ms/DIV (X)， DCレンジ
測定条件:アイドル(暖機後，無負荷時)

インテーク・カムシャフト ・ポジション

接続端子:

1 Y (+)ーア)ス(一)

計器設定:2V IDIV (Y)， 20ms/DIV (X)， DCレンジ
測定条件:アイドル(暖機後，無負荷時)

電動可変バルブ ・タイミング・ドライパ自己診断結果

接続端子:

1AE (+) アース(-)
計器設定:2V IDIV (Y)， 100ms/DIV (X)， DCレンジ
測定条件.アイドル(暖機後，無負荷時)

ノTージ制御

接続端子 φ

1AI ( + )ーア←ス(-) 
計器設定:10V/DIV(Y)， 50ms/DIV(X)， DCレンジ
測定条件:レーシング(エンジン回転速度20∞rpm)
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点火時期制御

接続端子:

二:fr二二二二二二I
ovキト→

イグニショ ン・コイルNo，l: lA Y (+ ) アース(-) 

イグニション・コイルNo，2: lAT (+ ) アース(-) 

イグニション ・コイルNO.3: lAO (+ ) ア←ス(-) 

イグニション ・コイルNo.4: lA] ( + ) ア)ス(一)
計器設定φ2V/DIV(Y)，20ms/DIV(X)， DCレンジ

測定条件 φ アイドル(暖機後，無負荷時)

エンジン・オイル・ソレノイド・ パルプ制御

接続端子:

lAS(+) アース(-)

計器設定:5V/DIV(Y)， lmslDIV(X)， DCレンジ

測定条件 φ アイドル(暖機後，無負荷時)

オルタネータ発電制御

接続端子 ・

lBE(+) アース(-) 

計器設定:lV/DIV(Y)， 2ms/DIV(X)， DCレンジ

測定条件:アイドル(暖機後，無負荷時)

ドライブ・パイ・ワイヤ制御(+)

接続端子:

lCG(+) アース(-) 

計器設定:5V/DIV(Y)， lms/DIV(X)， DCレンジ

測定条件 .アイドル(暖機後，無負荷時)

油圧可変バルブ ・タイミング制御

接続端子:

lAN( +) アース(-)

計器設定:5V/DIV (Y)， lms/DIV (X)， 

測定条件.アイドル(暖機後，無負荷時)

電動可変バルブ ・タイミング制御

DCレンジ

~ ~ [しょ

接続端子:

lAZ(+) アース(-) 

計器設定:2V IDIV (Y)， 2ms/DIV (X)， 

測定条件.アイドル(暖機後，無負荷時)

A1Fセンサ ・ヒータ制御

接続端子 φ

lBY(+) アース(-) 

DCレンジ

計器設定:5 V IDIV (Y)， 50ms/DIV (X)， DCレンジ

測定条件:アイドル(暖機後，無負荷時)

燃料噴射制御(一)

吟 l[[:J::1一:(:::::::7;::i1:Ji1;:?T:!!!』E!((トCL;;!)i;((li:(;ii;:j;;ii:l!;:1;(-(j:i;-:!1if(:7f:;;11);1!1:(:!(:l;:::;1f;::(;;;;;;J:
接続端子 φ

フューエル・インジェクタ No.lφlDO(+)ーアース(一)

ブユ←エル ・インジェクタ NO.2:lDW( +)ーア←ス(-) 
ブユ←エル ・インジェクタ No.3:1EA(+) ア」ス(-)
フューエル・インジェクタ No.4:lDS( +) アース(-) 

計器設定:lOV/DIV(Y)， 5ms/DIV(X)， DCレンジ

測定条件 φ アイ ドル(暖機後，無負荷時)
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燃料噴射制御(+) 

接続端子 ・

ブユ」エル・インジェクタNO.l: lDP ( + )ーア←ス(一)
ブユ」エル・インジェクタNO.2: lDX (+ ) ア」ス(-)
フューエル・インジェクタNo.3: lEB ( + ) アース(-)
フューエル・インジェクタNo.4: lDT ( + ) アース(-)
計器設定φlOV/DIV(Y).5ms/DIV(X). DCレンジ
測定条件 φ アイドル(暖機後，無負荷時)

高圧フューエル・ ポンプ制御(一)

内 i:;:(:::J11:;主
接続端子 ・

lEF(+) アース(-) 
計器設定:lOV/DIV(Y). 5ms/DIV(X). DCレンジ
測定条件:アイドル(暖機後，無負荷時)

エンジン冷却ファン制御

接続端子:

2X(+) アース(-)
計器設定:5V/DIV(Y)， 20ms/DIV(X)， DCレンジ
測定条件 .アイドル(暖機後，無負荷時)

高圧ブユ←エル・ ポンプ制御(+) 

ov申則一一;一一二二二二二川ぶ;千三

接続端子-

lEE(+)ーアース(一)
計器設定:lOV/DIV(Y)， 5ms/DIV(X)， DCレンジ
測定条件:アイドル(暖機後，無負荷時)

02センサ・ヒータ制御

接続端子 φ

2C(+)ア←ス(一)
計器設定:5 V IDIV (Y)， 50ms/DIV (X)， DCレンジ
測定条件:アイドル(暖機後，無負荷時)

ブユ←エJレ・ ポンプ制御

接続端子:

2AE(+) アース(-)
計器設定:5 V IDIV (Y)， 2ms/DIV (X)， DCレンジ
測定条件 φ アイドル(暖機後，無負荷時)

ブューエル・ポンプ・コントロ←ル・ぞジュ」ル自己診断結果

接続端子 φ

2AM (+)ーアース(一)
計器設定:2V/DIV(Y)， 50ms/DIV(X)， DCレンジ
測定条件:アイドル(暖機後，無負荷時)
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